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（7）2004年（平成16年）10月9日（土曜日） （企　 画）（第３種郵便物認可）

第8号を読んで、みんなから寄せ
られた意見や感想を紹

しょう

介
か い

するね。
○利根川の源流は、むかし、海の底だった！ということにび
っくりしました。高い山も海の底にあったなんて想像できま
せんが、僕の住んでいるところも海の中だったかもしれな
いと思うと不思議な感じです。 （笠懸町・小３・男）

○授業で群馬県のダムや川についていろいろ調べました。家
族で利根川ダム資料館に行ったときのことが役立ってうれし
かったです！今度の新聞は堤防のことが勉強になりました！

（伊勢崎市・小４・女）

○相俣ダムは行ったことがないので、行きたい気持ちでいっ
ぱいです。ダムは水をためたり、流したりしているところだ
と思っていたけど、この新聞を見て「遊べるところ」だと
知ってきょうみを持ちました。 （高崎市・中２・女）

○「川の虫」、とても気になりました。ボクたちの町には川がな
いので、思いもつかないことでビックリしました。

（薮塚本町・小５・男）

○かっぱ地蔵は近くです。お祭りも参加しています。「川にま
つわる話」は近くのことなのに全然知らなかったから、勉強
になりました。 （月夜野町・小４・男）

○私はダムに行ったことがないので、この新聞を読んでとても行
ってみたくなりました。かっぱにきょうみがあるのでカッパ地蔵
にも絶対行ってお参りをしたいです。（尾島町・小４・女）

○近くの川に魚がいたので水がきれいだとわかってうれしか
った。やごを川からとってきて育てています。トンボになる
のが楽しみです！ （松井田町・小３・女）

○家のまわりの川はコンクリートで固められて、魚があまりす
んでいません。他の地域のように魚のすめる川があったら
楽しいのにと思います。村なのに環境問題への取り組みが
遅れているように思えます。かえって、都市の方が取り組ん
でいるような気がします。 （榛東村・小４・男）

○家の近くに烏川が流れています。おじいちゃんの小さいこ
ろはその川で水泳をしたそうです。今は水の量が少なくて
少し汚れてしまって泳げません。私も川で泳いでみたかっ
たです。 （榛名町・小１・女）

○キャンプについての記事がとてもためになりました。これな
ら友だちとでも行けそうだなぁと思いました。

（藤岡市・中３・女）

○ぼくは魚が好きでーす。食べるのは好きじゃないけど。今度
魚がよく釣れる方法を教えてください。（大胡町・小２・男）

○娘はまだまだ漢字も読めず、ひらがなもすらすら読めるまで
なってませんが、私が読んで、カラーの絵を見ながらクイズ
を頑張りました。私自身も声を出して新聞を読むのは何年
ぶりか…不思議と有意義な時間を娘とともに過ごせました。
うれしい気持ちです。ありがとうございました。

（伊勢崎市・小１・女の親）

○ホタルが少しきたない水にすんでいるなんてびっくりしました。
（前橋市・小４・男）

○今まで虫はきれいな川に多くすんでいると思っていたけど、
きたない川にもいろいろ虫がいてびっくりしました。

（高山村・小３・男）

○新聞が出るころになると、毎日のように「今日はあるかな？」
と探しています。あったときは、とてもうれしいです。

（藤岡市・小２・男）

○どんな川にどんな虫たちがいるかわかってうれしいです。
次は「川のボランティア」についてのことをお願いします。そ
して、私たちにもできることを教えてください。

（渋川市・小４・女）

○総合の授業で、白川にすむ虫を調べたりしました。以前の
新聞を参考書がわりに、いろいろ調べました。今回からタイ
トルがカラーになってカッコイイです。（前橋市・小４・男）
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